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①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応
対応
方法 時間 対応者 内容

こどもの
アレルギー
相談

電話
週１回

（AM10-12時）
年間42回実施

患者会の
保護者

年間相談件数は、21件
相談者はすべて母親(20代3名 30代16名 40代2名）
児の年齢は乳児3名幼児12名小学生3名中学生2名
県内居住者は14名（7名は県外）

問題点：相談件数が少なかった。
周知のために地域新聞に掲載したが一時的な増加にとどまった。
診療に関する相談もあり、内容により千葉県アレルギー相談センターを
紹介した。
県内ではアレルギーに関する相談窓口が２つあり、連携が課題

相談内容
食物アレルギー17件 アトピー性皮膚炎3件 気管支喘息1件
・現在受診している医療機関の診断や治療への疑問
・入学前の学校との対応
・負荷試験に怯える子どもへの対応のしかた
・離乳食初期の症状が出たときの医療機関への相談のしかた
・医療機関により説明される内容が違うことによる戸惑い

生活の中での子どものアレルギーとの付き合い方、心配や困りごと（離乳食・食事・お友だ
ち・集団生活など）について、アレルギーの子を持つ先輩ママがご相談を受けている。



②地域の医師に対する
アレルギー疾患研修会の実施

食物経口負荷試験ハンズオンセミナー（2地区）
参加者 27名（東葛地区4名 千葉地区23名）
東葛地区：2020年1月26日(日） 参加者 4名
千葉地区：2020年2月 2日(日） 参加者23名

非専門医と専門医が一同に会する研修会は有意義である
実技を行って、外来で実践したい
プリックテストの実技はイメージも湧きよかった
非専門医ができる症例の提示があるとよい
ケースについてのグループワークがあってもいい
研修会の情報周知が不十分で参加者が少なかった



③アレルギー疾患に対する情報提供

地域の基幹病院や専門医のいる医療機関がどこにあるのか
を一目でわかるように地図上に示した。各医療機関のマー
クに合わせると情報が確認でき、HPにもリンクした。



④アレルギー疾患に係る診断等支援
内容

医師向け
アレルギー診療相談
窓口開設準備

（今年度6月より開設）

アレルギー診療に従事する医師向けの相談窓口をHP上に開設
・小児・成人を問わずアレルギー診療で困っていること
・返信に関しましては、センターの医師が担当
・現在対象疾患は食物アレルギーのみ

食物アレルギー診療の
病診連携

開業医、地域基幹病院での負荷試験プロトコールの標準化
（2019年9月18日 第１回千葉県食物アレルギー診療連携ネット
ワーク会議開催）
小児科以外に内科や耳鼻科、皮膚科にも広げて県内の全年齢の食物アレル
ギー診療ネットワークを考える会として実施
参加者 49名：医師39名（小児科34名他科5名）

看護職9名 医師会職員1名
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